
一
九
四

は
気
象
集
誌
次
銃
に
て
述
べ
ん
と
す
〉
闘
に
一
不
す
如
〈
関
東
大
地
震
及
び
そ
れ
の
前
震
と
も
一
広
ふ
べ

3
大
正
四
年
六
月
二

十
H
の
相
模
慢
の
地
震
も
前
述
の
気
魅
鈴
鹿
動
に
関
漣
す
る
効
果
明
か
で
あ

b
o
更
に
大
正
十
三
年
一
月
十
五
日
の
丹
調
停
山

の
地
震
と
務

3
れ
し
地
震
及
び
そ
れ
と
殆
ん
ど
同
一
震
源
を
有
す
る
大
正
七
年
六
月
廿
六
日
甲
府
市
に
被
害
あ
b
同
市
の

水
道
を
破
損
せ
し
地
震
に
於
て
も
叉
明
か
に
此
闘
漣
が
あ
る
。

イ
y
ス
タ
ジ
!
論
の
如
く
地
殻
の
卒
衝
扶
態
は
極
め
て
不
安
定
の
も
の
と
せ
ば
気
回
栓
特
使
動
が
之
れ
に
及
す
効
果
は
可
な

b
銃
繁
な
る
も
の
に
し
て
地
震
後
現
の
宇
一
な
る
直
接
の
原
因
が
却
っ
て
気
魅
力
の
消
長
に
影
響
す
る
事
が
大
で
あ
る
と
考

へ
ら
る
、
本
文
を
草
す
る
に
L

就

3
て
は
岡
田
宮
室
長
併
に
本
肇
の
諸
先
生
の
御
指
導
の
深

3
を
謝
す
る
。

地

鳴

就

て

佐

藤

秀

ま住

本
年
五
月
二
十
三
日
午
前
十
一
時
十
分
頃
の
北
但
馬

i
l涼
居
山
沖
合

l
!の
地
震
は
激
動
と
共
に
可
也
強

3
一
音
響
を

伴
っ
た
。
乙
の
一
音
響
こ
そ
戸
一
障
子
等
建
築
物
の
震
動
よ
A
Y
生
ず
る
一
音
響
に
あ
ら
ず
し
て
山
谷
原
野
等
に
て
も
観
測
し
得
る

地
響
即
も
地
鳴
で
あ
る
と
と
は
嘗
時
似
馬
豊
岡
地
方
に
居
合
せ
た
人
々
に
聞
げ
ば
明
白
で
あ
る
。
斯
様
な
一
音
響
は
日
本
の

地
震
の
み
な
ら
?
外
闘
の
地
震
に
て
も
屡
々
伶
ふ
現
象
で
あ
る
事
は
彼
の
地
の
報
告
に
て
了
解
し
得
る
乙
と
で
あ
る
。
但

馬
地
震
以
後
七
月
四
日
四
時
二
十
一
分
頃
の
美
保
憾
の
地
震
及
び
七
月
七
H
一
時
四
十
六
分
頃
の
岐
阜
附
近
の
地
震
に
も



亦
地
鳴
を
伴
っ
た
。

今
北
但
馬
地
震
と
岐
阜
附
近
の
地
震
の
地
鳴
が
可
な
A
Y
炭
〈
観
測

3
れ
て
居
ら
る
¥
を
以
て
先
づ
試
み
に
二
地
震
の
地

鳴
の
調
査
を
し
て
見
ま
し
た
。

北
但
馬
地
震
の
地
鳴
は
東
方
及
南
東
方
約
二
百
徐
粁
迄
に
及
び
略
ぼ
扇
型
を
な
し
(
第
一
四
回
)
。

復
岐
阜
附
近
の
地
震

の
地
鳴
区
域
は
凹
凸
多

3
も
略
陪
国
型
を
な
せ
る
こ
と
第
二
闘
の
如
く
で
あ
る
。

3
て
地
鳴
は
如
何
な
る
地
質
構
造
を
有
す
る
土
地
に
観
測
3
る
る
か
に
就
い
て
明
治
四
十
四
年
農
商
務
省
地
質
調
査
所

管
内
観
測
所
の
報
告
を
も
加
へ
て
見
ま
し
た
。

後
行
の
二
百
高
分
の
一
の
地
質
問
を
基
と
し
Q

左
に
各
地
地
鳴
観
測
地
貼
の
地
質
を
列
記
し
且
つ
各
地
測
候
所
並
に
共
の

北
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馬
地
震
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岡
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人
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八
本
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候
脱
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野

3
・
震
ノ
前
ニ
於
テ
車
ガ
橋
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チ
通
過
ス
ル
如
キ
普
響
ア
リ

内

メ

牧

C
P

理
響
ア
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大
阪
測
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東

郷

紳
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篠
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M
M
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地
鳴
ア
リ

冨
@
Q
M
M
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地
鳴
ア
リ

「
表
中
む
ロ
ハ
片
廊
岩
、
吋
MH

ハ
古
生
居
.
C『
ρ
花
儲
岩
、
H
Y
V

『
《
珍
岩
.
出
。
ハ
中
生
層
、
旬
日
ハ
球
羅
組
居
.
吋
2

ρ

第
三
組
居
.
〉
昆

ρ
安
山
岩

k

p

Z

A

沖
積
層
を
示
め
ず
患
の
と
し
又
括
弧
内
の
略
慌
は
観
測
所
附
近
に
存
在
す
る
主
な
る
地
層
・
c
ナ
る
」

以
上
の
結
果
よ
り
推
す
る
に
近
距
離
に
て
は
難
易
の
相
違
は
あ
る
も
地
質
の
如
何
に
閥
せ
ず
地
鳴
の
観
測
を
な
し
得
或

る
範
閣
を
越
ゆ
る
時
は
片
麻
岩
(
太
古
層

l
l片
麻
山
石
、
結
晶
片
山
石
)
古
生
層
(
古
生
代
の
岩
石
|
|
古
生
厨
の
岩
石
の

外
に
古
生
代
の
火
成
岩
花
山
岡
山
石
珍
岩
斑
岩
肉
録
岩
等
あ

b
)花
向
山
石
、
珍
岩
等
か
叉
は
観
測
所
附
近
或
は
其
の
下
層
に
此
等

の
太
古
唐
古
生
暦
花
開
山
石
等
が
存
在
せ
ゴ
る
限
-
Q

殆
ん
と
某
観
測
を
潟
し
得
ま
る
乙
と
第
三
第
四
闘
に
因
っ
て
肯
定
し
得

-
る
所
で
あ
る
。

叉
各
地
報
告
よ
λ

ソ
地
鳴
の
観
測
時
刻
を
見
る
に
地
震
の
人
身
戚
覧
よ
り
前
(
敦
賀
・
岐
阜

l
l板
取
・
八
木
|
|
管
野
)

な
る
あ

b
同
時
(
岐
阜
|
|
大
垣
・

i
l母
斐
・

l
l入
橋
・
金
津
|
|
山
中
)
な
る
あ

b
。
叉
某
の
方
向
は
震
央
附
近
に

於
て
震
央
を
一
不
す
乙
と
は
北
但
馬
地
震
、
岐
阜
附
近
の
地
震
及
美
保
濁
の
地
震
(
大
正
十
四
年
伯
香
西
部
強
震
報
台
鳥
取

附
桝
境
測
候
所
に
依
る
)
等
に
於
て
判
然
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
.
震
央
よ

b
稽
々
距
た
る
所
に
て
は
必
中
し
も
震
央
の
方



向
と
一
到
ぜ

.3
る
こ
と
北
但
馬
地
震
の
際
に
が
、
け
る
岐
阜
管
内
初
良
の
「
北
西
」
、
白
鳥
の
「
束
」
に
て
明
白
て
あ
る
。

此
等
の
現
象
を
設
明
せ
ん
が
た
め
に
地
鳴
の
原
因
と
も
考
へ
ら
る
、
誘
因
子
}
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
づ
第
一
に
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
地
震
そ
の
も
の
が
地
震
の
震
動
そ
の
も
の
に
伶
ム
現
象
で
あ
る
か
否
か
と
云
ム

之
、
乙
で
あ
る
。
若
し
地
震
波
動
そ
の
も
の
が
地
鳴
を
起
し
つ
〉
準
U
も
の
と
考
ふ
れ
ば
震
央
地
附
近
に
於
て
震
波
P
波
の

逝
期
が
約

0
.
0
五
附
近
で
あ
る
か
、
或
は
其
れ
以
下
て
無
〈
て
は
不
A
口
理
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
度
の
岐
阜
の
地
震
の

の
p
波
の
振
動
週
期
が

O
、

一
秒
附
近
に
て
一
音
響
を
生
ず
る
に
充
分
な
ほ
ど
の
週
期
に
達
し
て
居
ら
な
い
。
故
じ
此
の
事

食
よ

b
見
る
時
は
地
鳴
の
現
象
を
生
や
べ

3
波
動
が
地
震
波
動
其
の
も
の
ぐ
な
い
と
云
ふ
事
が
明
て
あ
る
。
然
ら
は
地
鳴

は
如
何
な
る
波
動
に
依
る
か
と
云
ふ
に
、
恐
ら
〈
は
地
震
波
の
魚
に
地
殻
が
衝
撃
を
受
け
地
殻
内
の
特
種
な
る
構
造
を
有

す
る
部
分
が
第
二
次
的
の
特
種
な
振
動
を
起
し
共
れ
が
二
十
回
以
上
の
振
動
向
数
と
な

b
一
音
響
を
生
ず
る
に
あ
ら
.
ざ
る
や

を
考
へ
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
場
会
に
は
二
積
類
の
考
へ
労
が
可
能
て
あ
る
一
O

其
の
第
一
は
地
震
の
最

初
の
衝
撃
が
震
源
附
近
の
地
殻
を
念
激
に
振
動
さ
せ
て
菅
を
殺
す
る
場
合
で
、
第
ユ
は
地
震
波
か
地
殻
内
を
惇
播
す
る
際
に

途
中
の
楳
質
の
特
種
の
状
態
に
あ
る
地
殻
の
一
部
を
振
動

3
せ
て
一
音
を
殺
せ
し
め
此
の
部
分
が
管
源
と
な
る
場
合
で
あ
る

第
一
の
場
合
の
地
鳴
は
反
射
屈
折
或
は
廻
折
の
現
象
な

3
限
b
震
源
即
丸
一
音
源
よ
A
Y
直
進
し
、
各
地
に
於
け
る
一
旦
日
の
到
達

時
刻
は

p
波
の
到
達
時
刻
(
後
震
時
)
左
同
時
で
あ
る
可

3
筈
で
あ
る
。
此
れ
は

p
波
の
性
質
が
一
音
源
の
波
EY--}

物
理
的
に

杢
〈
同
じ
性
質
を
有
す
も
の
で
あ
る
事
か
ら
明
で
あ
る
0

・
叉
一
品
目
の
エ
ネ
Y

ギ
!
の
消
失
は

Y
の
い
川

M
E

日
九
九

な
る
式
に
℃



ニ
0
0・

奥
へ
ら
る
如
〈
距
離
の
二
乗
に
逆
比
例

L
て
吸
牧
等
の
矯
め
に
減
衰
を
伶
ふ
も
の
で
あ
る
故
此
の
種
の
一
音
響
は
遠
距
離
に

於
て
は
探
械
に
援
ら
れ
ば
観
測
す
る
乙
ど
と
を
得
な
い
た
め
人
の
耳
に
て
は
容
易
で
な
い
。

第
二
の
場
合
は
P
波
が
地
鳴
を
生
中
ぺ

3
特
種
振
動
の
原
動
力
と
な
る
か
或
は
S
波
が
共
の
原
動
力
と
な
る
か
に
依
b

叉
特
種
状
態
に
あ
る
地
殻
の
一
部
が
震
源
と
観
測
所
と
の
中
間
に
あ
る
か
叉
は
共
の
経
路
よ
λ

リ
隔
た
る
所
に
あ
る
か
に
因

づ
て
地
鳴
の
起
A
Y
[
時
刻
強

3
及
方
向
を
異
に
す
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
今
P
波
が
原
動
力
と
な
る
場
合
を
考
ふ
る
に
、

特
穏
山
肌
能
訟
に
あ
る
地
殻
の
位
置
に
依
っ
て
一
音
響
の
到
達
時
刻
、
強

3
及
び
方
向
を
異
に
す
る
事
は
明
か
で
あ
る
が
、
共
の

到
達
時
刻
は
前
記
特
積
構
造
含
有
す
る
地
殻
の
一
部
の
位
置
如
何
に
関
ら
や
P
波
よ

b
逮

3
こ
と
は
絶
針
に
無
い
諜
で
あ

る
、
而
て
其
方
向
は
一
旦
日
)
仰
と
な
る
べ

3
一
部
の
特
種
地
殻
の
位
置
を
指
し
、
強

3
は
共
の
位
置
よ

b
の
距
隊
の
自
乗
に
逆

比
例
す
る
事
が
考
へ
ら
る
可
舎
で
あ
る
。

例
へ
は
第
五
聞
に
於
て
F
を
震
源
G
を
p
波
に
衝
撃

3
れ
て
地
鳴
の
源
と
な
っ
た
地
殻
の
或
る
部
分
の
位
置
、

O
及
.U

を
二
観
測
所
の
位
置
止
し
。

p
波
の
衝
撃
に
依
っ
て
G

K
地
鳴
が
生
し
た
も
の
と
す
れ
ば
G
O
K
沿
ふ
て

p
波
左
一
沼
田
と
は

間
速
度
に
て
俸
播
す
る
故
地
鳴
は

p
波
と
同
時
に
O
に
到
達
し
其
の
方
向
及
び
強

3
も
恰
も
F
よ
b
地
鳴
が
・
来

b
し
場
合

唱
と
同
等
で
あ
る
。
然
る
に
び
に
於
て
は
地
鳴
の
到
達
時
刻
は
P
波
よ

b
遅
〈
且
つ
一
菅
の
張

3
は
E
よ
b
地
鳴
が
京
都

b
し
場

A
H
よ
A
Y
も
弱
含
佐
官
で
あ
る
。
叉
方
向
は
此
の
場
会
G
を
指
し
震
源
に
向
は
ね
の
が
一
般
で
あ
る
。
但
し
E
ぴ
の
問
に
特
種

な
る
地
質
構
造
を
有
す
る
地
層
が
存
在
す
る
場
合
は
例
外
て
ゐ
る
。
叉
S
波
が
原
動
力
と
な
る
場
合
に
於
て
は
地
鳴
は
英



の
地
震
の
P
波
よ

b
平

3
乙
と
な
く
特
種
股
態
に
あ
る
地
殻
が
震
源
と
観
測
所
と
の
中
間
に
あ
る
場
合
は
S
波
は
地
鳴
よ

b
遅
れ
る
事
P
波
と
S
波
が
其
の
地
貼
よ
り
同
時
に
殺
し
た
場
合
、
ζ

同
様
で
あ
る
。
但
し
他
の
位
置
に
一
音
源
と
な

b
得
る

地
層
が
・
一
仔
在
す
る
時
は
S
波
の
遅
れ
る
場
合
速
く
到
達
す
る
場
合
叉
同
時
に
到
達
す
る
場
合
も
あ

b
得
る
事
は
前
に
述
ι
べ

た
と
同
様
で
あ

b
(
勿
論
P
波
E
C
S
波
の
速
度
の
差
は
あ
る
)
方
向
及
騒

3
に
就
℃
も
前
に
説
明
を
し
た
如
く
で
あ
る

然
し
地
殻
内
に
は
震
波
の
衝
撃
に
依
っ
て
一
音
響
を
起
す
様
な
特
種
の
地
殻
構
造
が
多
数
あ
っ
て
復
雑
な
る
現
象
が
起
る

こ
と
は
各
地
震
の
地
鳴
に
依
っ
て
明
で
あ
る
。

安
際
に
於
℃
は
第
一
第
二
の
場
合
の
組
合
せ
な
こ
と
は
震
央
附
近
に
於
て
地
鳴
の
方
向
が
震
源
を
指
す
乙
と
及
び
地
鳴

と
同
時
に
地
震
が
威
す
る
乙
と
及
び
岐
阜
管
内
観
測
所
の
白
鳥
並
び
に
和
良
に
於
け
る
地
鳴
の
方
向
が
恰
も
地
鳴
の
一
菅
原

と
な
る
可

3
地
殻
の
特
種
構
造
を
有
す
る
部
分
が
其
の
中
間
じ
あ
る
が
如
合
方
向
を
指
せ
し
こ
と
に
図
っ
て
明
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
よ

b
見
る
に
震
央
よ

b
和
一
遠
会
地
貼
に
於
℃
太
古
唐
及
古
生
層
花
筒
石
等
よ
り
成
る
地
殻
の
一
部
が
地
鳴
観

測
を
な
し
待
る
は
、
此
等
の
岩
石
の
居
中
に
は
震
波
に
依
っ
て
特
別
振
動
の
起
す
が
如

3
箇
所
が
多
き
こ
と
と
震
波
及
一
音

響
の
博
播
速
度
大
に
し
℃
エ
ネ
Y
ギ

1
の
消
失
少
な
く
短
時
間
の
中
に
法

3
に
迄
波
及
す
る
の
性
質
に
依
る
も
の
で
あ
ら

う
と
考
へ
ら
れ
る
。

斯
く
の
如
、
さ
結
果
は
街
地
鳴
の
多
き
所
と
し
て
知
ら
れ
た
る
筑
波
山
附
近
(
花
筒
石
及
古
生
居
よ
A
Y
成

b
)
叉
陸
中
東

部
南
部
も
同
様
な
地
質
構
造
を
有
す
る
所
よ

b
考
ふ
も
地
鳴
の
一
音
響
は
古
生
層
花
筒
石
等
に
多
く
現
は
る
、
を
肯
定
し
得
、

二
O



こ
O
二

る
も
の
で
之
等
岩
石
よ
歩
成
る
地
殻
の
一
部
代
地
震
の
原
因
と
な
る
イ
会
特
種
構
造
が
存
在
す
る
事
も
亦
認
容
し
得
る
所

で
あ
る
。

終
b
に
臨
み
御
懇
切
な
る
御
指
導
被
下
ま
し
た
図
富
先
生
に
深
謝
す
。

中
央
気
象
蚕
に
て
。

3富

季最

護

震

時

の

取

り

方

に

就

て

図

凸
口
回

信

地
震
の
殺
震
時
は
験
震
回
目
干
上
の
見
地
か
ら
見
て
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
事
は
論
を
侯
た
ね
事
て
、
震
波
夫
れ
自
身
の

研
究
に
も
叉
震
源
の
深
述
、
震
央
の
位
置
其
他
凡
℃
の
験
震
皐
上
の
諸
問
題
は
正
確
な
る
後
震
時
の
値
か
ら
解
決
し
得
ら

る
、
る
と
云
つ
で
も
週
一
一
一
口
て
は
無
い
程
の
も
の
て
あ
る
。
而
し
て
詑
象
紙
上
か
ら
後
震
時
を
議
み
取
る
方
法
は
中
央
気
象
蚤

刊
行
の
地
震
観
測
訟
に
一
訪
越
し
て
あ
る
が
訟
に
は
其
の
補
遺
と
し
て
後
震
時
の
取

b
方
に
つ

3
息
ひ
付
い
た
貼
を
記
し
て

諸
君
の
御
典
会
考
に
供
し
た
い
と
思
ふ
。

地
震
計
の
刻
時
誌
に
は
現
在
二
種
の
装
置
が
用
び
ら
れ
て
居
る
。
其
の
一
は
地
震
計
の
猫
針
以
外
に
刻
時
針
を
別
に
用

ひ
て
あ
る
も
の
で
大
森
式
の
微
動
計
、
地
動
計
、
簡
単
微
動
計
の
奮
式
な
も
の
及
川
ω
強
震
計
な
ピ
は
凡
て
此
の
刻
時
訟
を
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